
鮎川の清流と共に、育む未来。
昭和59年から清流「鮎川」で稚アユの放流事業を行い、自然環境や生き物の成長を通じて郷土愛を育んできまし
た。これまで日野小学校の児童の教育の一環となっていましたが、令和７年度の閉校に伴い、今後は平井小学
校の児童がその活動を引き継ぎます。アユの成長と共に地域の絆を深め、自然を守る意識を育んでいきます。

P2   新井市政３期目がスタート新井市政３期目がスタート
P4～6  令和７年度財政事情公表令和７年度財政事情公表
P8～9  特集　市民夏期大学講座 66回の歴史を未来へつなぐ特集　市民夏期大学講座 66回の歴史を未来へつなぐ
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岡
を
思
う
郷
土
愛
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
を
醸
成
す
る
た
め
、
市
長

就
任
以
来
、
市
民
参
加
型
の
さ
ま

ざ
ま
な
事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
改
め
て
、
皆
さ
ま
の
郷

土
愛
や
ま
ち
づ
く
り
へ
の
一
体
感

が
深
ま
っ
た
と
感
じ
る
と
と
も
に
、

皆
さ
ま
の
主
体
的
な
市
政
参
画
や

地
域
活
動
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
引
き
続
き
、
市
民
活
動

へ
の
支
援
に
力
を
注
ぎ
、
人
々
の

多
様
な
つ
な
が
り
や
に
ぎ
わ
い
を

創
出
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
市
民

と
行
政
と
が
協
働
す
る
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

全
て
の
皆
さ
ま
が
未
来
に
向
け

て
さ
ら
な
る
希
望
の
持
て
る
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
に
、
皆
さ
ま
と
力

を
合
わ
せ
、
こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら

ず「
明
る
く
元
気
に
、
そ
し
て
笑

顔
で
」を
モ
ッ
ト
ー
に
、
何
事
に

も
積
極
果
敢
に
挑
戦
し
続
け
て
ま

い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
市
政
へ
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

藤
岡
市
長
と
し
て
３
期
目
の
市

政
運
営
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
初
心
を
忘
れ

ず
、
大
き
な
覚
悟
を
も
っ
て
重
責

を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

将
来
に
わ
た
り
発
展
を
続
け
る

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
は
、
本
市

の
強
み
や
可
能
性
を
最
大
限
に
生

か
し
た
施
策
を
積
極
的
に
推
進
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。産
業
・

農
業
・
林
業
と
い
っ
た
各
種
基
盤

を
着
実
に
整
備
し
、皆
さ
ま
の
日
々

の
暮
ら
し
の
安
心
・
安
全
を
守
り
、

市
民
生
活
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も

に
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

保
育
・
教
育
環
境
の
充
実
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
は
、
人
と

人
の
絆
や
地
域
の
支
え
合
い
、
藤

就
任
の
あ
い
さ
つ

就
任
の
あ
い
さ
つ

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
藤
岡
市
長

藤
岡
市
長

　
新
井
　
雅
博

　
新
井
　
雅
博

明るく元気な郷土藤岡実現のために明るく元気な郷土藤岡実現のために
　－未来に向けて各種基盤整備と地域コミュニティ活性化支援を－　－未来に向けて各種基盤整備と地域コミュニティ活性化支援を－

新井市政新井市政
３期目がスタート３期目がスタート

　４月19日に告示された
藤岡市長選挙において、無
投票で再選を果たした新
井雅博市長は、５月11日、
大勢の市民に拍手で迎え
られ初登庁しました。
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受章・表彰受章・表彰
　　おめでとうございます　　おめでとうございます

※年齢は受章・表彰時現在の年齢です

◆
春
秋
叙
勲

　
国
や
公
共
へ
の
功
績
を
あ
げ
た
人
が
国
か
ら

勲
章
を
授
か
る
栄
典
制
度
で
、
毎
年
春
と
秋
に

発
令
さ
れ
ま
す
。（
４
月
29
日
発
令
）

◆
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

　
警
察
官
、
自
衛
官
、
消
防
吏
員
な
ど
、
危
険

性
の
高
い
業
務
に
従
事
し
、
精
励
し
た
人
に
対

す
る
叙
勲
で
す
。（
４
月
29
日
発
令
）

◆
群
馬
県
総
合
表
彰

　
多
年
に
わ
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
お
い

て
公
共
福
祉
の
た
め
献
身
的
に
尽
力
さ
れ
た
人

ま
た
は
団
体
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。（
５
月

３
日
発
令
）

瑞宝単光章
【矯正業務功労】

富
とみ だ

田　久
ひさお

生 さん
（65歳・緑埜）
元法務事務官元法務事務官

瑞宝双光章
【警察功労】

中
なかやま

山　康
やすひろ

弘 さん
（74歳・下戸塚）
元警視正元警視正

瑞宝双光章
【教育功労】

針
はりがい

谷　章
あきら

 さん
（78歳・藤岡）
元公立中学校長元公立中学校長

瑞宝単光章
【児童福祉功労】

島
しま だ

田　敏
としこ

子 さん
（68歳・藤岡）

幼保連携型認定こども園幼保連携型認定こども園
ナースリープレスクールナースリープレスクール

保育教諭保育教諭

【農業】

森
もりた

田　勝
かつゆき

幸 さん
（68歳・白石）

野菜栽培（施設トマト）野菜栽培（施設トマト）

【林業】

飯
いいづか

塚　巳
みよし

富 さん
（72歳・三波川）
森林自然解説森林自然解説

ボランティア活動ボランティア活動

　
【地方自治】

青
あおき

木　貴
たかとし

俊 さん
（60歳・藤岡）
藤岡市議会議員藤岡市議会議員

瑞宝単光章
【矯正業務功労】

廣
ひろ た

田　尊
たかお

穂 さん
（65歳・岡之郷）
元法務事務官元法務事務官

群馬県総合表彰 危険業務従事者叙勲

旭日双光章
【米穀流通業振興功労】

竹
たけごし

越　正
まさひろ

博 さん
（79歳・藤岡）

群馬県食糧集荷協同組合群馬県食糧集荷協同組合
理事長理事長

旭日双光章
【保健衛生功労】

山
やまかわ

川　剛
たけし

 さん
（75歳・鬼石）
元（一社）藤岡多野元（一社）藤岡多野
歯科医師会会長歯科医師会会長

春の叙勲

危険業務従事者叙勲 春の叙勲
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市の財政状況を市の財政状況を　　お知らせしますお知らせします
令和７年度
財政事情財政事情公表

20億 40億 90億0

23億6,328万円

20億9,514万円
そ　の　他

7億6,192万円

5億9,520万円
寄   附　金

17億9,141万円

17億9,141万円
地方消費税
交　付　金

国庫支出金

34億5,210万円

9,480万円

県 支 出 金

10億 30億 50億

一
般
会
計
の
状
況

　
令
和
７
年
度
一
般
会
計
の
予
算
は
、
当
初

３
１
４
億
１
０
０
０
万
円
で
し
た
が
、
そ
の

後
、
緊
急
で
重
要
な
事
業
を
実
施
す
る
た
め

の
補
正
を
行
い
ま
し
た
。
繰
越
明
許
費
を
含

め
た
最
終
予
算
額
は
、
３
５
１
億
７
７
７
０

万
円
で
す
。

　
主
な
事
業
で
は
、
帯
状
疱ほ

う
し
ん疹

ワ
ク
チ
ン
予

防
接
種
事
業
、
災
害
用
備
品
購
入
事
業
、
複

合
施
設
建
設
事
業
、
新
火
葬
場
建
設
事
業
な

ど
住
環
境
整
備
に
よ
る
住
み
や
す
さ
が
持
続

す
る
ま
ち
づ
く
り
、幹
線
道
路
等
整
備
事
業
、

企
業
誘
致
奨
励
事
業
、
ら
ら
ん
藤
岡
花
の
交

流
館
整
備
事
業
な
ど
高
速
交
通
・
拠
点
性
を

生
か
し
た
産
業
発
展
の
ま
ち
づ
く
り
、
有
害

鳥
獣
捕
獲
奨
励
金
事
業
、
圃ほ

場
整
備
・
農
道

整
備
事
業
、
高
山
社
跡
保
存
整
備
事
業
な
ど

豊
か
な
自
然
資
源
を
生
か
し
た
環
境
共
生
の

ま
ち
づ
く
り
、
多
目
的
ホ
ー
ル
改
修
事
業
、

学
校
給
食
費
無
償
化
事
業
、
ふ
る
さ
と
寄
附

金
事
業
な
ど
地
域
を
支
え
る
人
と
絆
を
育
む

ま
ち
づ
く
り
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
定
額
減
税
補
足
給
付
金
の
不
足
額

給
付
事
業
や
、
物
価
高
騰
対
応
と
し
て
水
道

料
金
の
減
免
や
小
水
道
使
用
料
の
減
免
な
ど

の
事
業
、
市
内
小
中
学
校
体
育
館
の
空
調
設

備
設
置
に
係
る
設
計
業
務
委
託
事
業
な
ど
を

実
施
し
ま
し
た
。
執
行
状
況
は
、
令
和
８
年

３
月
31
日
現
在
で
、
収
入
済
率
82
・
９
％
、

支
出
済
率
82
・
３
％
で
す
。

問
い
合
わ
せ　
財
政
課（
☎
40
２
８
２
１
）

繰  入  金  

68億3,427万円68億3,427万円

49億8,652万円49億8,652万円

64億1,649万円64億1,649万円

64億1,649万円64億1,649万円
地方交付税

　90億6,511万円90億6,511万円

　　96億4,444万円96億4,444万円

市　　　債

17億7,753万円

18億7,185万円

80億70億60億

市　　　税

26億2,127万円

17億4,535万円

100億

歳  入

予 算 額
収入済額

凡
例

予算額  351億7,770万円
収入済額 291億4,688万円

市税市税
25.8％25.8％

繰入金繰入金
5.3％5.3％
寄附金寄附金
2.2％2.2％

その他4.2％その他4.2％

自主財源自主財源
37.5％37.5％

国庫支出金国庫支出金
19.4％19.4％

地方交付税地方交付税
18.2％18.2％

市債9.8％市債9.8％

県支出金県支出金
7.5％7.5％

地方消費税地方消費税
交付金5.1％交付金5.1％

その他2.5％その他2.5％

依存財源依存財源
62.5％62.5％

令和８年３月31日現在

財源構成比（予算）
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性質別構成比（予算）

市の財政状況を市の財政状況を　　お知らせしますお知らせします
令和７年度
財政事情財政事情公表

土地（山林を除く） 260万3,115.08㎡ 山林 376万2,776.04㎡ 基金（土地） １万2,829.55㎡

建物 23万923.52㎡ 出資金 20億5,974万円
基金（現金） 121億6,471万円

市が持っている財産

国民健康保険鬼石病院事業   3億6,859万円

一部事務組合（市負担分）  132億7,202万円

下水道事業    43億4,789万円

市が抱えている負債 負債の現在高　427億3,239万円　　市民１人当たり　70万5,027円

10億20億30億40億 0

そ　の　他

民　生　費

110億

教　育　費

衛　生　費

公　債　費

土　木　費

一般会計 198億7,746万円

介護老人保健施設 4,853万円

特定地域生活排水処理事業 3,005万円

水道事業 47億8,785万円

27億5,334万円

総　務　費

23億2,942万円

消　防　費

12億1,391万円

8億3,894万円

商　工　費

9億3,512万円

9億9,540万円

21億1,908万円

80億 70億

基金（有価証券）    ７億1,839万円

60億 50億

42億282万円42億282万円

歳  出

予 算 額
支出済額

凡
例

予算額 351億7,770万円
支出済額 289億5,722万円

120億

50億1,918万円

43億8,509万円43億8,509万円

50億8,406万円

39億6,305万円

117億1,848万円117億1,848万円

109億4,123万円109億4,123万円

扶助費扶助費
22.2％22.2％

人件費人件費
11.6％11.6％

公債費公債費
6.6％6.6％物件費物件費

15.2％15.2％
補助費など補助費など
10.8％10.8％

普通建設普通建設
事業費事業費
20.9％20.9％

　繰出金　繰出金
　　9.4％　　9.4％

積立金など積立金など
3.3％3.3％

義務的義務的
経費経費
　40.4％　40.4％

消費的経費消費的経費
　　26.0％　　26.0％

投資的経費投資的経費
　20.9％　20.9％

その他その他
12.7％12.7％

36億6,478万円

23億2,984万円

4億5,218万円

11億8,900万円
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収　入（万円） 支　出（万円）
科　目 予　算　額 収入済額 科　目 予　算　額 支出済額

国
民
健
康
保
険
鬼
石
病
院
事
業
会
計

収
益
的
収
入

お
よ
び
支
出

病院事業収益 13億1,198 13億842 病院事業費用 14億9,726 13億4,503
医 業 収 益 9億4,368 9億4,383 医業費用 14億3,385 12億8,965
医業外収益 3億4,693 3億4,449 医業外費用 1,997 1,407
特 別 利 益 1 0 特別損失 50 0

訪 問 看 護
ステーション収益 2,136 2,010

訪 問 看 護
ステーション費用 4,194 4,131
予 備 費 100 0

資
本
的
収
入

お
よ
び
支
出

資本的収入 7,514 7,514 資本的支出 1億1,881 1億346
企 業 債 2,170 2,170 建設改良費 5,814 4,279
他会計補助金 5,344 5,344

企業債償還金 6,067 6,067固定資産売却代金 0 0

■ 国民健康保険
　 鬼石病院事業会計
　国民健康保険鬼石病院
事業会計も水道事業会計
と同様に独立採算制を基
本にした経理方式です。

■ 水道事業会計
　水道事業会計は独立採
算制を基本にした民間企
業と同じ経理方式をとる
会計です。

会　　計　　名
予　算　額
（万円）

歳　入 歳　出
収入済額
（万円）

収入済率
（％）

支出済額
（万円）

支出済率
（％）

国 民 健 康 保 険 事 業 勘 定 67億6,708 60億4,458 89.3 60億4,460 89.3
後 期 高 齢 者 医 療 11億9,122 11億5,174 96.7 10億4,604 87.8
介 護 保 険 事 業 勘 定 68億7,649 65億9,685 95.9 60億980 87.4
介 護 老 人 保 健 施 設 3億896 2億4,490 79.3 2億4,843 80.4
特定地域生活排水処理事業 2,094 2,014 96.2 1,236 59.0
三 波 川 財 産 区 221 192 86.9 161 72.9

■ 特別会計
　特別の事業における収
入と支出を一般会計と区
分して処理するものです。
 本市では、国民健康保
険事業勘定をはじめとし
て６の特別会計がありま
す。

特別会計および企業会計の状況

■ 下水道事業会計
　下水道事業会計も水道
事業会計と同様に独立採
算制を基本にした経理方
式です。

収　入（万円） 支　出（万円）
科　目 予　算　額 収入済額 科　目 予　算　額 支出済額

水
道
事
業
会
計

収
益
的
収
入

お
よ
び
支
出

水道事業収益 15億489 14億9,393 水道事業費用 14億613 13億3,896
営 業 収 益 12億2,264 12億5,031 営 業 費 用 13億2,288 12億7,616
営業外収益 2億8,225 2億4,359 営業外費用 6,265 6,253

特 別利益 0 3
特 別 損 失 60 27
予 備 費 2,000 0

資
本
的
収
入

お
よ
び
支
出

資本的収入 10億3,742 8億4,178 資本的支出 19億8,675 15億6,843

企 業 債 10億3,320 8億3,890
建設改良費 15億7,506 11億8,674
企業債償還金 3億8,169 3億8,169

予 備 費 3,000 0負 担 金 422 288

収　入（万円） 支　出（万円）
科　目 予　算　額 収入済額 科　目 予　算　額 支出済額

下
水
道
事
業
会
計

収
益
的
収
入

お
よ
び
支
出

下水道事業収益 7億750 7億905 下水道事業費用 6億1,770 6億1,232
営 業 収 益 2億7,526 2億7,846 営業費用 5億5,825 5億5,403
営業外収益 4億3,224 4億3,052 営業外費用 5,840 5,827

特 別利益 0 7
特 別 損 失 5 2
予 備 費 100 0

資
本
的
収
入

お
よ
び
支
出

資本的収入 5億167 4億9,303 資本的支出 6億5,017 6億2,829
企 業 債 1億8,400 1億7,290 建設改良費 3億2,867 3億715
負 担 金 897 1,144 企業債償還金 3億2,114 3億2,114
補 助 金 3億869 3億869 水洗化改造

貸 付 金 36 0水 洗 化 改 造
貸付金償還金 1 0

令和７年度
財政事情財政事情公表
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５
月
21
日
に
開
催
さ
れ
た
令
和

８
年
第
２
回
臨
時
会
に
お
い
て
、

正
副
議
長
の
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
選
挙
の
結
果
、
議
長
に
丸
山
保

氏
、
副
議
長
に
阿
野
剛
士
氏
が
選

ば
れ
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ　
議
会
事
務
局（
☎

40
２
３
７
７
）

申
請
期
間
　
７
月
１
日
㈬
〜
31
日

㈮
、
令
和
９
年
１
月
４
日
㈪
〜
29

日
㈮
の
年
２
回（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
）

申
請
場
所　
介
護
保
険
課

対
象
品
目
　
紙
お
む
つ
・
紙
パ
ン

ツ
・
尿
取
り
パ
ッ
ド
・
お
し
り
ふ

き
・
使
い
捨
て
手
袋

丸山議長丸山議長阿野副議長阿野副議長

100歳のお誕生日
おめでとうございます

市長から表彰状が贈られました

栁
やなぎ
　ゆき子

こ
さん

（４月25日生まれ・藤岡）

※
お
し
り
ふ
き
・
使
い
捨
て
手
袋

は
お
む
つ
交
換
に
使
用
す
る
物
に

限
り
ま
す

対
象　
要
介
護
１
以
上
で
、
失
禁

が
あ
り
、
常
時
紙
お
む
つ
な
ど
を

使
用
し
て
い
る
在
宅
の
高
齢
者

※
市
税
に
滞
納
が
あ
る
人
・
生
活

保
護
世
帯
の
人
は
対
象
外

補
助
金
額
　
対
象
品
目
の
購
入
費

の
合
計
ま
た
は
補
助
上
限
額
の
ど

ち
ら
か
低
い
方

補
助
上
限
額
　
１
回
の
申
請
に
つ

き
▽
住
民
税
非
課
税
世
帯
＝
１
万

８
０
０
０
円
▽
住
民
税
課
税
世
帯
＝

９
０
０
０
円

　
在
宅
高
齢
者
等
紙
お
む
つ
等
購
入
費
補
助
事
業

　
議
長
に
　
　
丸
山
　
保
氏

　
副
議
長
に
　
阿
野
　
剛
士
氏

※
在
宅
し
て
い
な
い
日
数
が
月
の

半
分
を
超
え
た
場
合
、
上
限
額
が

減
額
さ
れ
ま
す

必
要
書
類
　
①
在
宅
高
齢
者
等
紙

お
む
つ
等
購
入
費
補
助
金
交
付
申

請
書
兼
請
求
書
②
暴
力
団
排
除
に

関
す
る
誓
約
書
③
購
入
し
た
紙
お

む
つ
な
ど
の
レ
シ
ー
ト
・
領
収
書

の
原
本（
７
月
申
請
は
１
〜
６
月

ま
で
、
1
月
申
請
は
７
〜
12
月
ま

で
の
も
の
）④
初
回
申
請
ま
た
は

前
回
の
申
請
時
と
口
座
が
異
な
る

場
合
は
、
申
請
者
の
通
帳
の
見
開

き
コ
ピ
ー

※
①
・
②
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す

そ
の
他
　
▽
混
雑
を
避
け
る
た
め
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
記
入
例
を
確

認
の
上
、
自
宅
で
記
入
し
て
持
っ

て
き
て
く
だ
さ
い
▽
申
請
は
親
族

や
担
当
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
よ
る

代
行
が
可
能
で
す
▽
審
査
の
結
果
、

対
象
と
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
▽
不
明
な
点
は
介
護
保
険
課
へ

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ
　
介
護
保
険
課（
☎

40
２
２
９
４
）

　青木貴俊さん（藤岡）が市議会の同意を得
て、５月21日付で監査委員に選任されまし
た。

監査委員の選任

青
あお き
木　貴

たかとし
俊さん

（藤岡）
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市
民
夏
期
大
学
は
、
幅
広
い
見

識
と
豊
か
な
教
養
を
身
に
付
け
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
１
９
５
８

（
昭
和
33
）年
に
旧
中
央
公
民
館（
現

地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
藤
岡
）で

始
ま
り
ま
し
た
。
長
き
に
わ
た
り

地
域
の
皆
さ
ん
に
親
し
ん
で
い
た

だ
き
、
今
で
は
藤
岡
市
の
夏
の
風

物
詩
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
ま
で
に
俳
優
や
研
究
者
、
ス

ポ
ー
ツ
選
手
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
の
第
一
線
で
活
躍
す
る
皆
さ

ん
を
講
師
に
迎
え
、
ユ
ー
モ
ア
溢

れ
る
話
や
胸
を
打
つ
体
験
談
、
実

生
活
に
役
立
つ
内
容
な
ど
多
彩
な

講
座
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
２
０
２
０・２
０
２
１
年
に
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

流
行
に
よ
り
や
む
を
得
ず
開
催
が

一
時
休
止
と
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
好
評
の
声

を
多
く
い
た
だ
き
、
ま
た
、
地
域

の
学
習
機
会
の
充
実
を
図
る
た
め
、

２
０
２
２
年
か
ら
再
開
し
、
現
在

も
継
続
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、７
月
23
日
㈭
・
８

月
22
日
㈯
の
２
日
間
開
催
し
ま
す
。

詳
細
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

市民夏期大学講座市民夏期大学講座

66回66回のの歴史歴史をを未来未来へつなへつなぐぐ

市民夏期大学講座は、市民とともに歩みを重ねな
がら、その歴史を築いてきました。今年の夏には
66回目を迎えます。これからも、市を代表するイ
ベントとして、開催を続けていきます。

大山加奈（元バレーボール日本代表）

杉良太郎（歌手・俳優）

島田秀平（手相芸人）

市毛良枝（俳優） 山田邦子（お笑いタレント）

問い合わせ　生涯学習課（☎㉒6888）
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1964年 第７回 浅見喜舟（書家）※藤岡市出身

1965年 第８回 堀越二郎（工学博士）※藤岡の三大偉人の一人

1966年 第９回 十返千鶴子（評論家）

2017年 第59回
有森裕子（元プロマラソン選手）、高橋英樹（俳優）、
蓮池薫（新潟産業大学経済学部准教授）

2018年 第60回
南雲吉則（ナグモクリニック総院長）、安田祥子（声楽家）、
宮川泰夫（元NHKアナウンサー）

2019年 第61回
荻原博子（経済ジャーナリスト）、天達武史（気象予報士）、
ゴルゴ松本（お笑い芸人TIM）

2020年 新型コロナウイルス感染症の流行により不開催

2021年 新型コロナウイルス感染症の流行により不開催

2022年 第62回 大山加奈（元バレーボール日本代表）、杉良太郎（歌手・俳優）

2023年 第63回
杉山愛（元プロテニスプレーヤー）、島田秀平（手相芸人）、
木山裕策（歌手）

2024年 第64回 由紀さおり（歌手・女優）、上州事変（落語家ユニット）

2025年 第65回 市毛良枝（俳優）、山田邦子（お笑いタレント）

　
上
州
事
変
は
、
２
０
１
８
年
に

群
馬
県
出
身
の
４
人
の
若
手
落
語

家
で
結
成
さ
れ
ま
し
た
。「
地
元

群
馬
の
人
々
に
落
語
を
身
近
に
感

じ
て
も
ら
い
た
い
」と
い
う
思
い

で
活
動
し
て
お
り
、
県
内
の
全
て

の
市
町
村
を
巡
る
公
演
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
地
元
な
ら

で
は
の
話
が
あ
り
楽
し
か
っ
た
」

「
群
馬
出
身
者
を
応
援
し
よ
う
と

思
っ
た
」な
ど
と
い
っ
た
地
元
愛

に
溢
れ
る
感
想
が
多
数
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、「
落
語
の
魅
力
を
感

じ
ま
し
た
」と
そ
の
面
白
さ
に
引

き
込
ま
れ
、
今
後
も
落
語
の
企
画

を
望
む
声
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

第
63
回

第
64
回

　
木
山
裕
策
さ
ん
は
、
36
歳
の
時

に
甲
状
腺
が
ん
を
患
い
、
手
術
後

に
声
が
出
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
長
年
の
夢
で
あ
っ

た
歌
手
へ
の
挑
戦
を
決
意
し
ま
し

た
。
会
社
員
と
し
て
４
人
の
男
の

子
を
育
て
な
が
ら
、
２
０
０
８
年

に『
ｈ
ｏ
ｍ
ｅ
』で
メ
ジ
ャ
ー
デ

ビ
ュ
ー
を
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
が
と
て
も
良
か
っ
た
」「
温

か
い
歌
声
と
木
山
さ
ん
の
人
柄
が

に
じ
み
出
る
す
て
き
な
時
間
だ
っ

た
」な
ど
、
木
山
さ
ん
だ
か
ら
こ

そ
の
反
響
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
講
演
だ
け
で
は
な
く
歌
を
披

露
し
た
こ
と
が
と
て
も
好
評
で
し

た
。

開催の歴史
※一部抜粋して掲載しています（以下、敬称略）
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イ
ベ
ン
ト

市
文
化
協
会
芸
能
発
表
会

　
文
化
協
会
会
員
に
よ
る
発
表
会

で
す
。

日
時　
６
月
20
日
㈯
午
前
９
時
15

分
〜
午
後
３
時
30
分
ご
ろ

会
場　
み
か
ぼ
み
ら
い
館

内
容　
日
本
舞
踊
・
箏こ

と･

尺
八
・

民
謡
・
吟
詠
・
歌
謡
・
大
正
琴
・

ダ
ン
ス
な
ど

入
場
料　
無
料

問
い
合
わ
せ　
市
文
化
協
会
事
務

局（
生
涯
学
習
課
内
☎
㉒
６
８
８

８
）高

山
社
情
報
館
特
別
展
示

　
日
本
の
近
代
化
を
支
え
た
養
蚕

業
の
鑑
別
技
術
の
進
化
や
、
そ
れ

を
支
え
た
職
人
た
ち
の
眼
差
し
に

焦
点
を
当
て
た
企
画
展
で
す
。

日
時　
６
月
14
日
㈰
〜
８
月
23
日

㈰
午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
入
館

は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

会
場　
高
山
社
情
報
館

企
画
展
名　
Ｆ
１
を
支
え
た
雌
雄

鑑
別
の
世
界

－

鑑
別
器
と
鑑
別
士

の
お
話

－

内
容　
実
際
に
使
わ
れ
て
い
た
繭

の
性
別
を
判
別
す
る
鑑
別
器
の
展

示
・
養
蚕
業
を
支
え
た
鑑
別
士
の

紹
介

入
場
料　
無
料

問
い
合
わ
せ　
商
業
観
光
課（
☎

40
２
３
１
７
）・
高
山
社
情
報
館

（
☎
㉓
７
７
０
３
）

図
書
館
情
報

問
☎
㉒
１
６
６
９

あ
か
ち
ゃ
ん
と
い
っ
し
ょ
の

お
は
な
し
会

　
親
子
で
一
緒
に
絵
本
や
紙
芝
居

の
読
み
聞
か
せ
、
手
遊
び
を
楽
し

み
ま
す
。

日
時　
６
月
24
日
㈬
午
前
10
時
30

分
〜
11
時

会
場　
複
合
施
設
ふ
じ
ま
る

お
た
ま
じ
ゃ
く
し

お
は
な
し
の
会

　
絵
本
や
紙
芝
居
の
読
み
聞
か
せ

を
し
ま
す
。

日
時　
６
月
13
日
・
27
日
の
土
曜

日
午
後
２
時

会
場　
図
書
館

ア
ー
ト
カ
ー
ド
で

Ｌ
ｅ
ｔ
’ｓ
鑑
賞
会

　
ア
ー
ト
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
や
複
製

画
を
使
っ
た
鑑
賞
会
を
行
い
ま
す
。

ど
の
年
齢
の
人
も
楽
し
め
ま
す
。

日
時　
６
月
20
日
㈯
午
後
２
時
〜

３
時
30
分

会
場　
複
合
施
設
ふ
じ
ま
る

講
師　
県
立
近
代
美
術
館
職
員

定
員　
20
人
程
度（
抽
選
）

申
し
込
み　
６
月
８
日
㈪
〜
14
日

㈰
に
ふ
じ
お
か
電
子
申

請
受
付
シ
ス
テ
ム
か
ら

申
し
込
み
ま
た
は
直
接

図
書
館
へ講

座
・
教
室

健
康
講
座

「
介
護
保
険
制
度
」を
知
る

　
介
護
に
対
す
る
不
安
を
解
消
す

る
た
め
に
、
介
護
保
険
の
活
用
法

や
公
的
な
支
え
と
自
分
が
で
き
る

こ
と
を
整
理
す
る
講
座
で
す
。
安

心
し
て
暮
ら
す
た
め
の
ヒ
ン
ト
に

し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　
６
月
30
日
㈫
午
後
１
時
30

分
〜
３
時

会
場　
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
鬼
石

定
員　
36
人（
先
着
順
）

参
加
料　
無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
６
月

８
日
㈪
〜
24
日
㈬
に
地
域
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
鬼
石（
☎
52
３
８
８
１
）へ

初
心
者

ソ
ー
プ
カ
ー
ビ
ン
グ
教
室

　
せ
っ
け
ん
が
ア
ー
ト
に
変
わ
る

体
験
講
座
で
す
。

日
時　
６
月
29
日
・
７
月
27
日
・

８
月
24
日
・
９
月
28
日
の
月
曜
日

（
全
４
回
）午
前
10
時
〜
正
午

会
場　
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
藤
岡

内
容　
専
用
の
ナ
イ
フ
で
せ
っ
け

ん
を
花
の
形
に
彫
り
、
寄
せ
植
え

を
作
り
ま
す

講
師　
佐
藤
泰
子
さ
ん（
ソ
ー
プ

カ
ー
ビ
ン
グ
講
師
）

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
人
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定
員　
10
人（
先
着
順
）

参
加
料　
２
８
０
０
円

そ
の
他　
汚
れ
て
も
良
い
服
装
で

参
加
し
て
く
だ
さ
い

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
６
月

８
日
㈪
〜
19
日
㈮
に
地
域
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
藤
岡（
☎
㉒
０
５
３
４
）へ

募
集

ふ
じ
お
か
森
林
の
学
校

参
加
者

　
森
林
整
備
に
興
味
の
あ
る
人
を

対
象
に
林
業
の
基
礎
知
識
を
学
び

ま
す
。

期
日　
８
月
22
日
・
９
月
12
日
・

10
月
10
日
・
11
月
７
日
・
12
月
５

日
の
土
曜
日（
全
５
回
）

会
場　
多
野
東
部
森
林
組
合
お
よ

び
市
内
山
林

内
容　
座
学
、刈
払
い
機・チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
の
取
り
扱
い
、
施
業
現
場

の
見
学
な
ど

対
象　
全
て
の
期
日
に
参
加
可
能

で
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
18
〜

70
歳
の
人
▽
本
市
に
住
所
を
有
す

る
▽
本
市
に
山
林
を
所
有
す
る
▽

本
市
で
林
業
に
従
事
す
る
希
望
が

あ
る

定
員　
10
人（
抽
選
）

参
加
料　
無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
７
月

24
日
㈮
ま
で
に
ふ
じ
お

か
電
子
申
請
受
付
シ
ス

テ
ム
か
ら
申
し
込
み
ま

た
は
電
話
で
森
林
課（
☎
50
４
４

４
１
）へ

優
良
自
動
車
運
転
者
表
彰

　
次
の
基
準
に
該
当
し
、
表
彰
を

希
望
す
る
人
は
、
６
月
１
日
以
降

に
発
行
さ
れ
た
無
事
故
無
違
反
証

明
書
を
添
え
て
藤
岡
交
通
安
全
協

会
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

地
区
表
彰　
警
察
署
長
・
藤
岡
交

通
安
全
協
会
長
の
表
彰
▽
銅
章
＝

５
年
以
上
無
事
故
・
無
違
反

県
表
彰　
県
警
察
本
部
長
・
県
交

通
安
全
協
会
理
事
長
の
表
彰
▽
銀

章
＝
10
年
以
上
無
事
故
・
無
違
反

（
銅
章
を
受
け
て
い
る
こ
と
）▽

金
章
＝
15
年
以
上
無
事
故
・
無
違

反（
銀
章
を
受
け
て
い
る
こ
と
）

▽
金
冠
銀
章
＝
20
年
以
上
無
事
故
・

無
違
反（
金
章
を
受
け
て
い
る
こ

と
）▽
金
冠
金
章
＝
30
年
以
上
無

事
故
・
無
違
反（
金
冠
銀
章
を
受

け
て
い
る
こ
と
）▽
旭
日
金
冠
賞
＝

40
年
以
上
無
事
故
・
無
違
反（
金

冠
金
賞
を
受
け
て
い
る
こ
と
）

共
通
要
件　
過
去
に
同
種
の
表
彰

を
受
け
て
い
な
い
こ
と

表
彰
時
期　
秋
の
全
国
交
通
安
全

運
動
期
間

持
っ
て
く
る
物　
運
転
免
許
証
・

印
鑑
・
８
０
０
円（
無
事
故
無
違

反
証
明
書
の
手
数
料
）

そ
の
他　
無
事
故
無
違
反
証
明
書

の
申
請
は
藤
岡
交
通
安
全
協
会
へ

申
し
込
み　
７
月
17
日
㈮
ま
で
に

藤
岡
交
通
安
全
協
会
へ

問
い
合
わ
せ　
藤
岡
交
通
安
全
協

会（
☎
㉓
０
０
７
５
）・
地
域
安

全
課（
☎
40
２
２
４
５
）

ス
ポ
ー
ツ

問
☎
50
８
２
１
３

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

（
一
般
・
高
校
生
・
ヤ
ン
グ
の
部
）

日
時　
７
月
26
日
㈰
午
前
８
時
45

分
試
合
開
始

会
場　
市
民
体
育
館

種
目　
一
般
男
女
６
人
制（
高
校

生
・
ヤ
ン
グ
も
可
）

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
人
で
構
成
さ
れ
た
チ
ー
ム
お
よ

び
近
隣
招
待
チ
ー
ム

参
加
料　
１
チ
ー
ム
▽
一
般
＝
３

０
０
０
円
▽
高
校
生
・
ヤ
ン
グ
＝

２
０
０
０
円

そ
の
他　
参
加
チ
ー
ム
は
参
加
料

を
持
っ
て
７
月
14
日
㈫
午
後
７
時

か
ら
総
合
学
習
セ
ン
タ
ー
教
育
庁

舎
で
行
わ
れ
る
代
表
者
会
議
へ
出

席
し
て
く
だ
さ
い

申
し
込
み　
７
月
３
日
㈮
ま
で
に

ふ
じ
お
か
電
子
申
請
受

付
シ
ス
テ
ム
か
ら
申
し

込
み
ま
た
は
電
話
で
ス

ポ
ー
ツ
課
へ

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

軟
式
野
球
低
学
年
大
会

日
時　
７
月
18
日
㈯
午
前
８
時
開
会

会
場　
烏
川
グ
ラ
ウ
ン
ド
野
球
場

対
象　
市
内
の
小
学
１
〜
３
年
生

で
編
成
さ
れ
た
チ
ー
ム

参
加
料　
１
チ
ー
ム
１
０
０
０
円

申
し
込
み　
６
月
19
日
㈮
ま
で
に

ス
ポ
ー
ツ
課
へ

イ
ベ
ン
ト

図
書
館
情
報

健
康
福
祉

そ
の
他

講
座
・
教
室

募　
集

ス
ポ
ー
ツ
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市
民
柔
道
大
会

日
時　
７
月
５
日
㈰
午
前
10
時
競

技
開
始

会
場　
市
民
体
育
館

種
目　
個
人
戦
▽
小
学
１
年
生
以

下
＝
小
学
１
年
生
以
下
の
部
▽
小

学
２
〜
６
年
生
＝
学
年
別
▽
中
学

生
＝
学
年
男
女
別
▽
一
般
＝
有
段
・

無
段
者
の
部

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
人

申
し
込
み　
当
日
会
場
へ

市
民
小
中
学
生

テ
ニ
ス
大
会

日
時　
７
月
18
日
㈯
午
前
９
時
競

技
開
始
（
予
備
日
７
月
19
日
㈰
）

会
場　
庚
申
山
総
合
公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト

種
目　
男
女
別
シ
ン
グ
ル
ス
▽
小

学
１
〜
４
年
生
の
部
▽
小
学
５
・

６
年
生
の
部
▽
中
学
生
の
部

対
象　
市
内
在
住
・
在
学
・
在
ク

ラ
ブ
の
人
で
県
大
出
場
資
格
Ｃ
級

以
下
の
人

参
加
料　
５
０
０
円

※
大
会
当
日
に
持
参

申
し
込
み　
７
月
３
日
㈮
ま
で
に

ふ
じ
お
か
電
子
申
請
受

付
シ
ス
テ
ム
か
ら
申
し

込
み
ま
た
は
グ
ラ
ン
ド

Ｆ
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ（
☎
㉔
６
３
６

３
）へ

健
康
福
祉

Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
普
及
週
間

　
６
月
１
日
〜
７
日
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検

査
普
及
週
間
で
す
。
藤
岡
保
健
福

祉
事
務
所
で
は
、
無
料
・
匿
名
で

Ｈ
Ｉ
Ｖ（
エ
イ
ズ
）・
性
感
染
症

の
相
談
や
検
査
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

日
時　
原
則
毎
週
水
曜
日
午
前
９

時
30
分
〜
10
時
30
分
受
け
付
け

会
場　
藤
岡
保
健
福
祉
事
務
所

検
査
内
容　
Ｈ
Ｉ
Ｖ
・
梅
毒
・
淋

菌
・
ク
ラ
ミ
ジ
ア
・
Ｂ
型
肝
炎
・

Ｃ
型
肝
炎

予
約
方
法　
下
記
２
次

元
コ
ー
ド
か
ら
申
し
込

み
ま
た
は
電
話
で
藤
岡

保
健
福
祉
事
務
所
へ

※
相
談
・
検
査
は
完
全
予
約
制

問
い
合
わ
せ　
藤
岡
保
健
福
祉
事

務
所（
☎
㉒
１
４
２
０
）・
健
康

づ
く
り
課（
☎
50
７
８
０
１
）

精
神
保
健
福
祉
相
談

　
心
の
健
康
に
つ
い
て
悩
み
や
不

安
が
あ
る
人
を
対
象
に
、
精
神
科

医
師
に
よ
る
面
接
相
談
を
行
い
ま

す
。

日
時　
７
月
１
日
・
８
月
５
日
・

９
月
９
日
・
10
月
７
日
・
11
月
４

日
・
12
月
２
日
・
令
和
９
年
１
月

６
日
・
２
月
10
日
・
３
月
３
日
の

手話をやってみよう（第87回）
　手話は音声言語と異なり、手指や体の動き、表情を使って視覚的
に表現する言語です。手話が身近な言語となるよう、皆さんもやっ
てみましょう。
　今月は「お父さん」を紹介します。

【お父さん】

問い合わせ　福祉課（☎402384）

　親指を立てて上へ上
げる。

　右手の人差し指で頬
を軽く１回なぞる。
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水
曜
日
午
後
２
時

会
場　
藤
岡
保
健
福
祉
事
務
所

相
談
料　
無
料

申
し
込
み　
電
話
で
藤
岡
保
健
福

祉
事
務
所
へ（
予
約
制
）

問
い
合
わ
せ　
藤
岡
保
健
福
祉
事

務
所（
☎
㉒
１
４
２
０
）・
福
祉

課（
☎
40
２
３
８
４
）

が
ん
市
民
講
座

　
災
害
時
の
備
え
に
つ
い
て
知
り
、

学
び
、
共
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

日
時　
７
月
４
日
㈯
午
後
１
時
〜

２
時
30
分（
午
後
０
時
30
分
開
場
）

会
場　
藤
岡
総
合
病
院

内
容　
①
災
害
医
療
に
つ
い
て
②

災
害
に
備
え
よ
う

講
師　
①
設
楽
芳
範
さ
ん（
藤
岡

総
合
病
院
病
院
長
）②
森
﨑
裕
美

さ
ん（
藤
岡
総
合
病
院
が
ん
看
護

専
門
看
護
師
）

定
員　
40
人（
先
着
順
）

参
加
料　
無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
７
月

２
日
㈭
ま
で
に
、
下
記

２
次
元
コ
ー
ド
か
ら
申

し
込
み
ま
た
は
平
日
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
に
電
話
で
藤

岡
総
合
病
院（
☎
㉒
３
３
１
１
）へ

介
護
に
関
す
る
入
門
的
研
修

　
５
日
間
で
介
護
の
基
礎
を
学
び

ま
す
。

日
時　
８
月
４
日
㈫
・
６
日
㈭
午

前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分
、

７
日
㈮
・
18
日
㈫
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
４
時
、
20
日
㈭
午
前
９
時
30

分
〜
午
後
２
時
30
分

会
場　
市
役
所
旧
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容　
▽
介
護
に
関
す
る
基
本
的

な
知
識
や
技
術
の
講
座
▽
市
内
事

業
所
の
従
業
員
に
よ
る
介
護
現
場

の
話
▽
介
護
の
仕
事
に
つ
い
て
の

講
演
な
ど

※
全
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
修
了
後
、

修
了
証
を
交
付
し
ま
す

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

で
、
介
護
の
仕
事
に
興
味
が
あ
る

人
ま
た
は
介
護
に
つ
い
て
勉
強
し

た
い
人

定
員　
15
人（
先
着
順
・
介
護
未

経
験
者
優
先
、
最
少
実
施
人
数
５

人
）

参
加
料　
無
料

持
っ
て
く
る
物　
筆
記
用
具
・
昼
食

そ
の
他　
動
き
や
す
い
服
装
で
参

加
し
て
く
だ
さ
い（
サ
ン
ダ
ル
は

不
可
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
７
月

10
日
㈮
ま
で
に
介
護
保
険
課（
☎

40
２
２
９
４
）へ

介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
研
修
会

　
地
域
の
高
齢
者
を
支
援
す
る
た

め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
養
成
し
ま

す
。

日
時　
７
月
７
日
・
14
日
・
28
日

の
火
曜
日（
全
３
回
）
午
前
９
時

30
分
〜
午
後
３
時

会
場　
複
合
施
設
ふ
じ
ま
る

内
容　
介
護
予
防
・
歯
科
講
話
・

栄
養
講
話
・
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

講
師　
平
井
樹
さ
ん（
理
学
療
法

士
）・
浅
川
康
吉
さ
ん（
東
京
都

立
大
学
教
授
）

対
象　
全
日
程
に
参
加
で
き
、
研

修
会
終
了
後
に
介
護
予
防
サ
ポ
ー

タ
ー（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
と
し
て

市
内
の
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室

な
ど
で
活
動
が
で
き
る
人

定
員　
30
人（
先
着
順
）

参
加
料　
無
料

持
っ
て
く
る
物　
昼
食

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
６
月

８
日
㈪
〜
19
日
㈮
に
元
気
長
寿
課

（
☎
40
２
８
０
９
）へ

成
人
健
康
相
談

日
時　
６
月
16
日
㈫
午
後
１
時
〜

４
時（
要
予
約
）

会
場　
子
育
て
・
健
康
セ
ン
タ
ー

内
容　
▽
健
康
や
栄
養
・
薬
に
つ

い
て
の
相
談
会
▽
血
管
年
齢
測
定

▽
体
組
成
測
定
な
ど

持
っ
て
く
る
物　
健
診
結
果
票
・

健
康
手
帳
・
お
薬
手
帳
な
ど
相
談

対
象
者
の
健
康
状
態
が
分
か
る
物

そ
の
他　
▽
相
談
は
家
族
な
ど
本

人
以
外
で
も
受
け
付
け
ま
す
▽
ペ
ー

ス
メ
ー
カ
ー
利
用
者
は
体
組
成
測

定
を
行
え
ま
せ
ん

問
い
合
わ
せ　
健
康
づ
く
り
課（
☎

50
７
８
０
１
）

イ
ベ
ン
ト

図
書
館
情
報

健
康
福
祉

そ
の
他

講
座
・
教
室

募　
集

ス
ポ
ー
ツ
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広
告

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

入
門
講
座

　

自
己
紹
介
や
あ
い
さ
つ
な
ど
、

簡
単
な
日
常
会
話
の
手
話
の
習
得

を
目
指
し
ま
す
。

日
時　
６
月
25
日
〜
毎
週
木
曜
日

（
全
24
回
）午
後
７
時
30
分
〜
９
時

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

で
中
学
生
以
上
の
手
話
初
心
者

基
礎
講
座

　
簡
単
な
日
常
会
話
か
ら
、
自
分

の
意
思
を
伝
え
る
た
め
の
手
話
の

習
得
を
目
指
し
ま
す
。

日
時　
６
月
23
日
〜
毎
週
火
曜
日

（
全
23
回
）午
後
７
時
〜
８
時
30
分

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

で
中
学
生
以
上
の
入
門
講
座
修
了
者

共
通
事
項

会
場　
市
役
所
福
祉
会
館

定
員　
各
講
座
20
人（
先
着
順
）

受
講
料　
無
料（
別
途
テ
キ
ス
ト

代
４
２
９
０
円
が
か
か
り
ま
す
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
６
月

８
日
㈪
〜
19
日
㈮
に
ふ
じ
お
か
電

子
申
請
受
付
シ
ス
テ
ム

か
ら
申
し
込
み
ま
た
は

福
祉
課（
☎
40
２
３
８

４
）へ県

介
護
支
援
専
門
員

実
務
研
修
受
講
試
験

期
日　
10
月
11
日
㈰

会
場　
受
験
票
送
付
時
に
指
定

案
内
書
配
布
期
間　
６
月
30
日
㈫

ま
で

配
布
場
所　
介
護
保
険
課
・
鬼
石

振
興
課

対
象　
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
分

野
で
５
年
以
上
か
つ
９
０
０
日
以

上
の
実
務
経
験
が
あ
る
人

申
し
込
み　
６
月
30
日
㈫（
消
印

有
効
）ま
で
に
所
定
の
封
筒
を
使

用
し
て
県
社
会
福
祉
協
議
会
へ
簡

易
書
留
で
郵
送

問
い
合
わ
せ　
県
社
会
福
祉
協
議

会（
☎
０
２
７
・
２
８
０
・
４
１

０
７
）・
介
護
保
険
課（
☎
40
２

２
９
４
）そ

の
他

税
務
職
員
採
用
試
験

　

国
税
局
や
税
務
署
に
お
い
て
、

税
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
働

く
税
務
職
員（
国
家
公
務
員
）を

募
集
し
ま
す
。

試
験
日　
▽
第
１
次
試
験
＝
９
月

６
日
㈰
▽
第
２
次
試
験
＝
10
月
14

日
㈬
〜
23
日
㈮
の
間
の
第
１
次
試

験
合
格
通
知
書
で
指
定
す
る
日

受
験
資
格　
▽
令
和
８
年
４
月
１

日
に
お
い
て
高
等
学
校
ま
た
は
中

等
教
育
学
校
を
卒
業
し
た
日
の
翌

日
か
ら
起
算
し
て
３
年
を
経
過
し

て
い
な
い
人
お
よ
び
９
年
３
月
ま

で
に
高
等
学
校
ま
た
は
中
等
教
育

学
校
を
卒
業
見
込
み
の
人
▽
人
事

院
が
右
記
に
掲
げ
る
人
に
準
ず
る

と
認
め
る
人

試
験
の
程
度　
高
等
学
校
卒
業
程
度

申
し
込
み　
６
月
12
日
㈮
午
前
９

時
〜
24
日
㈬（
受
信
有

効
）に
下
記
２
次
元
コ
ー

ド
か
ら
申
し
込
み

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み
が

で
き
な
い
場
合
は
、
希
望
す
る
第

１
次
試
験
地
を
所
轄
す
る
国
税
局
・

沖
縄
国
税
事
務
所
へ
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い

合
格
発
表
日　
▽
第
１
次
試
験
合

格
者
＝
10
月
８
日
㈭
▽
最
終
合
格

者
＝
11
月
17
日
㈫

問
い
合
わ
せ　
▽
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
申
込
み
＝
人
事
院
人
材
局（
☎

０
３
・
３
５
８
１
・
１
５
５
４
）

▽
そ
の
他
＝
関
東
信
越
国
税
局（
☎

０
４
８
・
６
０
０
・
３
１
１
１
）・

税
務
課（
☎
40
２
８
０
３
）

単
身
者
の
市
営
住
宅

入
居
条
件
の
緩
和

　
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
単
身
者

が
入
居
で
き
る
よ
う
、
対
象
年
齢

の
引
き
下
げ
を
行
う
と
と
も
に
、

入
居
可
能
な
部
屋
を
増
や
し
ま
し

た
。

対
象
の
団
地　
本
郷
団
地
・
水
押

団
地

入
居
可
能
と
な
っ
た
部
屋　
▽
45
〜

59
歳
の
単
身
者
＝
対
象
の
団
地
の

３
・
４
階
の
部
屋
▽
60
歳
以
上
の

単
身
者
＝
対
象
の
団
地
の
１
〜
４

階
の
部
屋

そ
の
他　
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
確
認
す
る
か
、
建

築
課
へ
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
建
築

課（
☎
40
２
３
２
６
）へ

地
域
振
興
調
整
費

補
助
金

　

藤
岡
行
政
県
税
事
務
所
で
は
、

多
野
藤
岡
管
内
の
地
域
活
動
団
体

な
ど
が
新
た
に
実
施
す
る
地
域
の

振
興
お
よ
び
活
性
化
を
図
る
事
業
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電
気
柵
な
ど
の

購
入
費
補
助

　
農
産
物
被
害
防
止
の
た
め
に
設

置
す
る
電
気
柵
な
ど
の
購
入
費
を

補
助
し
ま
す
。

補
助
対
象　
鳥
獣
か
ら
の
農
産
物

被
害
防
止
の
た
め
に
農
地
へ
設
置

す
る
電
気
柵
や
金
網
柵
な
ど
の
購

入
費（
材
料
費
）
で
、
２
万
円
以

上
の
も
の

補
助
金
額　
補
助
対
象
経
費
の
２

分
の
１
以
内
（
上
限
５
万
円
）

そ
の
他　
宅
地
内
の
家
庭
菜
園
に

設
置
す
る
場
合
は
、
補
助
の
対
象

外
で
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
農
政

課（
☎
40
２
３
０
４
）へ

浸
水
想
定
区
域
な
ど
の

建
築
の
制
限

　

都
市
計
画
法
の
改
正
に
よ
り
、

令
和
４
年
か
ら
市
街
化
調
整
区
域

で
の
開
発
許
可
の
要
件
が
厳
格
化

に
対
し
、
補
助
金
を
交
付
し
て
い

ま
す
。

募
集
期
間　
随
時

対
象　
商
工
会
議
所
・
商
工
会
・

観
光
協
会
・
自
治
会
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
な
ど

対
象
事
業　
▽
地
域
学
習
お
よ
び

連
携
の
推
進
に
資
す
る
事
業
▽
交

流
・
移
住
の
促
進
に
資
す
る
事
業

▽
地
域
に
お
け
る
危
機
管
理
体
制

の
整
備
に
資
す
る
事
業
▽
地
域
に

お
け
る
産
業
の
振
興
に
資
す
る
事

業
▽
広
域
観
光
の
促
進
ま
た
は
地

域
の
観
光
振
興
に
資
す
る
事
業
▽

市
町
村
の
地
方
創
生
の
取
組
支
援

と
連
携
推
進
に
資
す
る
事
業
▽
官

民
共
創
の
促
進
に
資
す
る
事
業
▽

地
域
の
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
対
応
お

よ
び
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進
に
資
す
る
事

業
▽
そ
の
他
、
振
興
局
の
目
標
達

成
に
効
果
的
で
あ
る
と
多
野
藤
岡

振
興
局
長
が
特
に
認
め
る
事
業

補
助
金
額　
補
助
対
象
事
業
経
費

の
２
分
の
１
以
内（
上
限
30
万
円
）

そ
の
他　
希
望
す
る
団
体
な
ど
は
、

申
請
前
に
必
ず
藤
岡
行
政
県
税
事

務
所
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ　
藤
岡
行
政
県
税
事

務
所（
☎
㉒
５
１
０
１
）・
企
画

課（
☎
40
２
４
２
４
）

さ
れ
ま
し
た
。
浸
水
想
定
区
域
な

ど
災
害
の
危
険
性
の
高
い
場
所
で

は
、
新
た
な
建
築
が
制
限
さ
れ
る

の
で
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。
詳
細
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
都
市
計
画
課（
☎

40
２
３
５
６
）

用
水
路
に
気
を
付
け
て

　
田
ん
ぼ
に
水
を
引
く
時
期
に
な

る
と
、
用
水
路
の
水
か
さ
が
増
し

ま
す
。
用
水
路
に
は
ふ
た
が
無
い

の
で
、
転
落
事
故
に
気
を
付
け
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
水
路
端
の
草

む
ら
に
は
、
マ
ム
シ
な
ど
の
危
険

な
生
物
が
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

近
く
で
遊
ん
で
い
る
子
ど
も
が
い

た
ら
注
意
を
呼
び
か
け
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ　
市
土
地
改
良
事
業

推
進
協
議
会（
農
政
課
内
☎
40
２

３
０
６
）

群群 馬馬 県県

日時　７月31日㈮午後５時～６時10分
会場　みかぼみらい館
内容　知事による未来構想の提案・市長による未来に向けてのスピーチ・参加者との意見交換
対象　市内在住の人
定員　約300人（先着順）
参加料　無料
申し込み　６月８日㈪～７月30日㈭に右記２次元コードから申し込み
※インターネット申し込みができない場合は電話で県地域創生課へ
問い合わせ　県地域創生課（☎027・226・2361）・秘書課（☎402200）

未来構想未来構想フォーラムフォーラム
　県の未来構想や取り組みについて知事自らが説明し理解を広げるとともに、参加者との対話
を通じて地域の実情や思いを汲

く

み取ります。

2026

イ
ベ
ン
ト

図
書
館
情
報

健
康
福
祉

そ
の
他

講
座
・
教
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ポ
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ツ
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空
き
店
舗
等

活
用
事
業
補
助
金

　

空
き
店
舗
や
空
き
家
な
ど
を
活

用
し
て
新
規
開
業
す
る
人
に
対
し
、

出
店
に
必
要
な
賃
借
料
お
よ
び
改

修
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。
開

業
後
お
よ
び
改
修
後
の
申
請
は
で

き
ま
せ
ん
。

対
象
地
域　
都
市
計
画
法
に
規
定

す
る
近
隣
商
業
地
域
・
商
業
地
域
、

鬼
石
地
区
の
本
町
通
り
・
相
生
町

通
り
・
大
門
通
り

対
象
業
種　
小
売
業
、飲
食
店（
夜

間
営
業
の
み
の
飲
食
店
な
ど
一
部

を
除
く
）、
持
ち
帰
り
・
配
達
飲

食
サ
ー
ビ
ス
業
、
洗
濯
・
理
容
・

美
容
・
浴
場
業
、
生
活
関
連
サ
ー

ビ
ス
業
、
教
育
・
学
習
支
援
業
に

属
す
る
事
業
で
商
店
街
の
に
ぎ
わ

い
づ
く
り
に
適
し
た
も
の

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

賃
借
料
補
助　
１
出
店
者
当
た
り

月
額
３
万
円
ま
で（
空
き
店
舗
な

ど
の
賃
借
料
の
２
分
の
１
以
内
）

で
事
業
開
始
日
の
翌
月
か
ら
最
長

12
カ
月
間

改
修
費
補
助　
１
出
店
者
当
た
り

１
０
０
万
円
ま
で（
店
舗
の
外
装
、

内
装
、
設
備（
水
道
・
電
気
・
ガ

ス
・
空
調
）な
ど
の
改
修
費
の
２

分
の
１
以
内
）

申
請
・
問
い
合
わ
せ　
商
業
観
光

課（
☎
40
２
３
１
８
）へ

水
道
週
間

　
普
段
何
気
な
く
使
っ
て
い
る「
水

道
水
」に
つ
い
て
、
よ
り
理
解
と

関
心
を
深
め
る
た
め
、
毎
年
６
月

１
日
〜
７
日
を
水
道
週
間
と
し
て

い
ま
す
。
今
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は

「
た
い
せ
つ
な 

水
道
守
ろ
う 

未

来
へ
と
」で
す
。

　
「
水
」
は
私
た
ち
の
生
活
に
欠

か
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
飲
み

水
や
料
理
は
も
ち
ろ
ん
、
掃
除
・

洗
濯
・
ト
イ
レ
・
風
呂
な
ど
、
私

た
ち
は
絶
え
ず
水
と
共
に
過
ご
し

て
い
ま
す
。

　
本
市
の
水
道
は
、
神
流
川
か
ら

取
り
入
れ
た
水
と
井
戸
か
ら
汲く

み

上
げ
た
地
下
水
を
利
用
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
水
を
浄
化
し
、
水

質
基
準
に
適
合
し
た
も
の
が
家
庭

に
届
け
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の

季
節
は
水
の
需
要
が
増
え
る
時
期

で
す
。
大
切
な
水
を
上
手
に
使
い

ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　
経
営
課（
☎
40
２

８
１
４
）

粗
大
ご
み
有
料
回
収

収
集
日　
７
月
６
日
・
13
日
・
27

日
の
月
曜
日
午
後（
各
日
先
着
５

人
）

収
集
品
目　
家
具
・
自
転
車
な
ど

収
集
制
限　
各
家
庭
４
点
以
内

料
金　
１
㎏
当
た
り
33
円（
消
費

税
込
み
）

そ
の
他　
収
集
日
当
日
に
収
集
す

る
品
を
玄
関
先
に
出
し
て
く
だ
さ
い

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
６
月

23
日
㈫
午
前
８
時
30
分
か
ら
電
話

で
清
掃
セ
ン
タ
ー（
☎
㉓
８
３
０

５
）へ

塚原団地公園

県立藤岡
特別支援学校

旧藤岡市老人
福祉センター

市営
塚原第一
団地

塚 原 団 地

変更後のバス停

変更前のバス停

市内循環線
現在の運行経路
変更後の運行経路

Ｊ
Ｒ
八
高
線

　めぐるん市内循環線のバ
ス停「旧老人福祉センター」
の場所が変わります。周辺
の運行経路も変わりますの
で、利用する人は注意して
ください。時刻表や運賃に
変更はありません。
変更日　６月１日㈪
問い合わせ　地域安全課（☎
402245）

めぐるん「旧老人福祉センター」バス停の場所が変わりますめぐるん「旧老人福祉センター」バス停の場所が変わります
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　　近年の厳しい暑さによる熱中症リスクを考慮し、安心・安全を最優先に考え、例年近年の厳しい暑さによる熱中症リスクを考慮し、安心・安全を最優先に考え、例年
７月に７月に開催していた藤岡まつりの日程を下記期日に変更します。開催していた藤岡まつりの日程を下記期日に変更します。

第68回藤岡まつり第68回藤岡まつり日程のお知らせ日程のお知らせ

問い合わせ問い合わせ　　藤岡まつり運営委員会事務局（商業観光課内☎㊵2317）藤岡まつり運営委員会事務局（商業観光課内☎㊵2317）

情報情報を発信発信しています

　防犯・防災に関する情報やイベント・医
療などのお知らせを、登録されたアドレス
にメールで配信します。市ホームページか
ら詳細を確認して登録してください。

　市からの情報をタイムリーにポストしま
す。Xの検索ボックスで「藤岡市」と検索し、
アカウント「@FujiokaCity」をフォローし
てください。

　イベントや催しなどの写真や動画をポス
トします。Instagramの検索ボックスで「藤
岡市役所【公式】」と検索し、アカウント「fujioka_
city」をフォローしてください。

　市のイベントや広報紙発行の情報をトー
クルームにお届けします。各種申請や相談
予約手続きなども行うことができます。２
次元コードを読み取り、「藤岡市」を友だち
に追加してください。

　イベントや観光情報などの市の魅力を伝
える動画や健康に関する動画などを投稿し
ます。２次元コードを読み取り、「藤岡市」
のチャンネルを登録してください。

　家庭のテレビで市からのお知らせを確認
できます。群馬テレビにチャンネルを合わ
せてリモコンの「ｄボタン」を押し、「藤岡市
からのお知らせ」を選択して情報を選んで
ください。

いろいろな媒体で

　　　ほっとメール 　　　X（旧Twitter）※

　　　LINE※ 　　　Instagram※

　　　群馬テレビデータ放送 　　　YouTube※

問い合わせ　秘書課（☎㊵2208）

※フォローや友だち登録などをするにはアカウントが必要です

期日期日 ９９月月2626日㈯・日㈯・2727日㈰日㈰
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　６月５日は「世界環境デー」です。1972年６月５日に開催された「国際連合人間環境会議」を記念
して制定されました。日本でもこの日を「環境の日」、６月を「環境月間」と定め、環境の保全につい
ての関心と理解を深めるとともに、積極的な環境保全に関する活動を行う意欲を高める日としてい
ます。市民の皆さんも、環境に配慮した行動を実践しましょう。

問い合わせ　環境課（☎402264）

　　空き地は適正に管理しましょう
　これから夏にかけて空き地などでは急激に雑草が繁茂します。
　適正に管理されていない空き地では、害虫や火災の発生のほか、ごみが不法投棄される場合が
あります。所有者や管理者は、周辺住民の迷惑にならないよう、定期的に草を刈るなど、適正に
管理を行いましょう。また、刈り取った草は可燃ごみとして指定ごみ袋に入れ、収集所に出すか
清掃センターへ直接搬入してください。

　　不法投棄は犯罪です
　不法投棄は自然環境を破壊し、生活環境を脅かす重大な犯罪です。「少しだから」「他の人もやっ
ているから」などといってごみを捨てると、廃棄物処理法により懲役または罰金、もしくはその両
方が科せられる場合があります。一人一人の責任ある行動で住みよいきれいなまちをつくりましょ
う。

　　犬や猫は正しく飼いましょう
　犬や猫の愛くるしい姿やしぐさに癒される人がいる一方で、無責任な飼育の仕方や野良猫への
餌やり、犬猫のフンの放置などの迷惑を受ける人もおり、苦情相談が増えています。
　犬のフンは必ず持ち帰り、適切に処理をするとともに、猫は自宅内でトイレのしつけを行うよ
うにしましょう。また、猫の放し飼いは交通事故や近所とのトラブルの原因となるため、できる
限り室内で飼うようにし、避妊・去勢手術を行いましょう。

　　害虫の早期駆除にご協力を
　アメリカシロヒトリやチャドクガなどの害虫に関する相談が増えているほか、クビアカツヤカ
ミキリなどの特定外来生物による被害が拡大しています。
　害虫の防除は樹木の管理者の責任で行うことになっており、発生初期の幼虫は枝ごと切り取り、
踏みつぶす方法が効果的です。
　そのまま放置していると隣地にも害虫が広がり被害が拡大するため、定期的に樹木を見回り、
早期駆除に協力してください。

地球温暖化対策のため節電に取り組みましょう
　藤岡市から排出される温室効果ガスのうち約20％は家庭から排出されています。衣類を軽装に
して冷房の設定温度を控える（目安28℃）など、一人一人が身近にできることから温暖化対策に
取り組みましょう。
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環 境 月 間環 境 月 間

イ
ベ
ン
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書
館
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報

健
康
福
祉

そ
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他

講
座
・
教
室

募　
集

ス
ポ
ー
ツ

Exercise定期教室
教室時間 　55分（短い教室もあります）
開催日程
月曜日　７月６日～９月28日　全10回
　　　（７月20日、８月10日、９月21日を除く）
　　　●７月６日～９月14日　全９回
　　　（７月20日、８月10日を除く）
水曜日　７月１日～９月30日　全12回
　　　（８月12日、９月23日を除く）
木曜日　７月２日～９月17日　全11回（８月13日を除く）
　　　○７月９日～９月17日　全10回（８月13日を除く）
金曜日　７月３日～９月25日　全12回（８月14日を除く）
　　　◆７月10日～９月25日　全11回（８月14日を除く）
土曜日　７月４日～９月26日　全12回（８月15日を除く）

土曜日◇７月４日～９月26日　全10回
　　　（８月８日・15日、９月19日を除く）
　　　★７月４日～９月26日　全10回
　　　（７月25日、８月１日・15日を除く）
対　　象 　18歳以上の人（一部子ども向け）
料　　金 　参加料のほかに施設利用料がかかります
申し込み
次の各日時から事務室前で受け付け開始
▷市内在住者＝６月８日㈪から希望する各教室終了後
▷市外在住者＝６月15日㈪から希望する各教室の開催曜
日の午前10時
問い合わせ 　みずとぴあ藤岡（☎㉒0977）
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内容 開始時間 参加料

プ
ー
ル
教
室

月大人水泳教室・中級Ｂ 午後７時 3,140円

水アクアビクス 午後７時 6,140円

木大人水泳教室・中級A 午後７時 3,450円

金大人水泳教室・初級 午後７時 3,770円

土大人水泳教室・上級 午後７時 3,770円

キ
ッ
ズ
教
室

月
曜

バレエ教室（小学１～６年生）午後５時 6,390円

HIPHOP中高生クラス 午後６時 6,390円

水
曜

キッズダンス（年中児～小学2年生）午後４時 7,670円

ジュニアHIPHOP（小学2～6年生）午後５時 7,670円

木
曜

キッズダンス（年中児～小学2年生）午後５時 7,030円

ジュニアHIPHOP（小学3年～中学生）午後６時 7,030円

フ
ロ
ア
教
室

月
曜

体力向上体操 午前10時15分
（40分間） 3,830円

ZUMBA 正午 7,660円

フラダンス 午後１時 6,900円 ●

ストレッチ健康体操 午後２時 5,110円

脂肪燃焼エアロビクス 午後３時 5,110円

ボディシェイプ 午後７時 6,390円

水
曜

腰痛肩こり改善体操 午前10時15分
（40分間） 4,590円

体力向上体操 午前11時 6,140円

ZUMBA GOLD 正午 9,200円

ピラティス 午後 1時 9,200 円

内容 開始時間 参加料

フ
ロ
ア
教
室

水
曜

ストレッチ健康体操 午後２時 6,140円

やさしいヨガ 午後３時 9,200円

ヨガトレ 午後７時 9,200円

木
曜

ストレッチ健康体操 午前10時15分
（40分間） 4,210円

腰痛肩こり改善体操 午前11時 5,620円

エアロビクス 午後１時 5,620円

ヨガ 午後２時 7,660円 ○

骨盤底筋トレーニング&ヨガ 午後３時 7,660円 ○

ステップエアロ 午後７時 8,430円

金
曜

朝ヨガ 午前10時15分
（40分間） 5,620円 ◆

ストレッチ健康体操 午前11時 6,140円

初級エアロビクス 午後１時 6,140円

やさしい筋トレ体操 午後２時 6,140円

ヘルシーボディエクササイズ 午後３時 6,140円

ナイトエアロビクス 午後７時 6,140円

土
曜

BOKWA～ボクワ～ 午後１時 7,660円 ◇

ZUMBA 午後２時 7,660円 ◇

バランスボール 午後３時 9,200円

姿勢改善エクササイズ 午後４時 7,670円

フィジカルトレーニング 午後５時 9,200円

ヨガ 午後７時 7,660円 ★
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分類 № 講座名 内容 申し込み

ま
な
び

1 「広報ふじおか」のはなし 広報紙はどのように作られるかなど 秘書課（☎402208）

２ 交通安全教室 交通安全のための講話や講習
地域安全課（☎402245）

３ 災害時の心得 自助・共助・公助の連携

４ 今、小中学校では どんな目的でどんな内容の学習を進めているのか
説明

学校教育課（☎508212）５ 地域で育てる小中学生 いじめや不登校、少年犯罪などを防ぐための地域
一体となった取り組みの必要性について

６ 中学生のカナダ、ホーム
ステイについて

藤岡市とカナダリジャイナ市の中学生の交流の意
義と成果について

７ 大切にしたいね「人の心」人権について考えてみよう。女性・子ども・高齢者
生涯学習課（☎㉒6888）

８ 生涯学習のススメ 生涯学習って何？なんのため？だれのため？

９ 楽しもう！「軽スポーツ」モルック・ボッチャ・スマイルボウリング・さいかつボール・ヘルスバレーボールなどの体験 スポーツ課（☎508213）

10 学校給食について 児童生徒の栄養について 学校給食センター
（☎㉓8998）

11 図書は情報の宝庫 図書館活用術（利用方法・楽しみ方・調べ方など）ふじまる課（☎㉒0220）
文
化 12 なぜ掘るか？埋蔵文化財保護のしくみ

埋蔵文化財保護の移り変わりと今の考え方、手順
など

文化財保護課
（☎㉓5997）

ま
ち
づ
く
り

13 藤岡市の総合計画 第５次藤岡市総合計画について
企画課（☎402424）

14 地方創生に向けて 人口減少社会への対応

15 これからの公共施設 藤岡市公共施設等総合管理計画について 行革・デジタル推進課
（☎402221）

16 狭い道では家がたたないよ！ 藤岡市後退用地等整備事業について 建築課（☎402326）

17 藤岡市の都市計画 藤岡市の都市計画の概要について
都市計画課（☎402824）

18 藤岡市の景観 良好な景観づくりや屋外広告物の表示などの制限
について

保
健
福
祉

19 こころのサポーターになろう！ こころの健康について
福祉課（☎402384）

20 障がい者の福祉制度について
身体障がい者・知的障がい者・精神障がい者など
の福祉制度について

21 生活保護法について 個人生活の困窮対策について 福祉課（☎402393）

22 今日からできる生活習慣病予防 健全な生活習慣で病気の予防 健康づくり課
（☎507801）23 自分の健康を知ろう 健康診断の検査説明と結果の見方、気になる検査値

◆ふじおか出前講座メニュー

　団体やグループなどの活動の場に市職員が直接伺い、市民生活に密
着した問題などについて、その仕組みや内容の説明、専門的な知識な
どの情報をお届けする「ふじおか出前講座」を行っています。市民の
皆さんの主体的な学習に役立ててください。

開催時期　月～金曜日（祝日を除く）午前９時～午後９時の間の２時間以内
会場　市内に限ります（会場は申込者で手配してください）
対象　市内在住・在勤・在学の人で構成されたおおむね10人以上のグループ
費用　無料（講座によっては教材費がかかる場合があります）
申し込み　開催希望日の２週間前までに、希望する講座の申し込み先へ
問い合わせ　生涯学習課（☎㉒6888）

ふじおかふじおか

出前出前
 講座 講座

イ
ベ
ン
ト

図
書
館
情
報

健
康
福
祉

そ
の
他

講
座
・
教
室

募　
集

ス
ポ
ー
ツ

◆出前講座動画配信（生涯学習支援）
分類 № 動画名 内容 担当課

ま
な
び

１ 藤岡市出前講座「人権に
ついて」 人権について 生涯学習課（☎㉒6888）

２ ふじおかの水道 水道水がどのように作られているか 浄水課（☎㉒1205）

３ 高山社跡を生涯学習に活
用する取り組み

世界遺産高山社跡を生涯学習の面でどう活用して
いるか 生涯学習課（☎㉒6888）

保
健
福
祉

４ おうちで一緒に脳トレ（他
17件） 脳トレについて、講師が実践しながら教える 元気長寿課（☎402809）

５ 免疫力アップの体づくり
（他３件） 体力づくりのための運動・免疫力アップさせる食事 健康づくり課（☎507801）

６ 歯科衛生士による学童のた
めの歯磨き教室（他１件） 模型実験を交えた歯磨き教室動画

子育て応援課
（☎507805）

分類 № 講座名 内容 申し込み

保
健
福
祉

24 生活習慣病予防のための食生活 バランスの良い食事・減塩・野菜の摂取など 健康づくり課
（☎507801）25 高齢者の低栄養予防 栄養チェック・食事のポイント

26 介護保険料の決め方と納め方 保険料の額の決定・納付の仕方など 介護保険課（☎402292）

27 フレイル（加齢に伴う虚弱）予防
介護予防（筋トレ、栄養、口の健康・体操、脳トレ）
について 元気長寿課（☎402809）

28 高齢者向け体力測定 歩行速度・握力・片足立ちなどの測定やフレイル
チェック

29 介護保険の利用の仕方 介護サービスが必要になったときに備えて
元気長寿課（☎402287）

30 認知症サポーター養成講座 認知症に関する知識・関わり方など

31 健康な歯をつくろう 虫歯予防・フッ素について。歯磨き指導の実施など
子育て応援課
（☎507805）

32 幼児の心をはぐくむ 幼児の心の発達を知り、親はどのように接してい
くか

33 命の大切さ 助産師の貴重な体験をもとに命の尊さを学ぶ【対
象は市内小学校・中学校に限ります】

生
活
環
境

34 守ろう地球環境。始めようエコライフ！
地球環境問題（温暖化・酸性雨・砂漠化など）の
現状と私たちにできること（環境に優しい生活） 環境課（☎402264）

35 ゴミの分け方と出し方 個人のゴミへのかかわりと責任を考える 清掃センター
（☎㉓8305）36 リサイクルとゴミ処理 リサイクル意識の高揚とゴミの減量化

37 家庭における水回りの管理について 給水装置のしくみと管理について 水道工務課（☎㉒1953）

38 下水道でより良い環境を 藤岡市の下水道事業 下水道課（☎402327）
経
済 39 悪徳商法の手口について 悪徳商法の手口事例を映像を交えて説明します 地域づくり課

（☎402211）

地
方
自
治

40 市の台所事情 藤岡市の財政事情について 財政課（☎402821）

41 選挙のはなし 選挙制度の概要と運動のルールなど
総務課（☎402227）

42 情報公開制度のすべて 制度の背景、運用の手続きなど

43 市民本位の行政改革 改革の必要性・目的、行革大綱および実施計画、
藤岡市の行政評価制度の説明

行革・デジタル推進課
（☎402221）

44 身近な税のはなし 市税全般の説明 税務課（☎402231）

45 戸籍のはなし 戸籍のしくみと届出 市民課（☎402355）

46 印鑑登録について 印鑑登録の方法と証明について 市民課（☎402256）

47 地方議会のしくみ 定例会の流れ、請願・陳情・傍聴 議会事務局（☎402377）

48 監査のしくみ 監査制度の全般について 監査事務局（☎402408）
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　３日前、突然業者が訪問してきて床下の
点検を無料でしてくれるというのでお願い

した。点検の結果、湿気対策をしないと家が腐る
と言われ、50万円の工事請負契約をした。しかし、
冷静に考えるとそんな大金はなく断りたい。契約
書に「クーリング・オフ」の記載があるがどのよ
うにすればよいか。

　契約書面を受け取った日から８日以
内に申し出れば無条件で解約できます。

解除通知書（証拠のため両面をコピー）を特
定記録郵便などで送るか、メールなどの電磁
的記録（証拠のため送付画面を保存）を送り
ます。クレジット契約をした場合は、クレジッ
ト会社にも申し出ます。
　その他にもクーリング・オフでは、支払っ
た代金があれば全額返金され、商品を受け取っ
ている場合は事業者負担で返品・引き取りが
行われます。既に工事が行われた場合は、無
料で原状回復（元の状態に戻すこと）を請求
できます。
　消費生活センターでは、解除通知書作成の
手伝いをしていますので、相談してください。

消費生活の相談は市消費生活センター ☎fax兼用⑳1133（来庁相談要予約）　相談時間  平日午前9時～午後4時

問い合わせ　清掃センター（☎㉓8305）

　紙は資源ごみとして出すことで、新たな製品に生まれ変わる大切な資源です。しかし、紙は可燃
ごみとして出されてしまう場合が多く、資源として生かすためにも分別が大切です。分別するとき
に大切なのは「資源になる紙」と「資源にならない紙」を見分けることです。正しく分別することは、
資源を生かすだけでなく、ごみを減らすことにもつながります。「これは資源になるかもしれない」
と意識することがリサイクルの第一歩になります。
◆資源になる紙
▷古紙＝新聞紙・雑誌・段ボール・牛乳パックなど
▷雑がみ＝チラシ・コピー紙・包装紙・紙袋・紙箱など
◆資源にならない紙
▷汚れや臭いの付いた紙・紙コップ・レシート・圧着はがきなど
◆出し方
　「資源になる紙」は、ひもでしばったり紙袋や段ボール箱にまとめて、ごみ出しカレンダーの緑色
の日に出してください。「資源にならない紙」は、可燃ごみ専用のごみ袋に入れて、ごみ出しカレ
ンダーの桃色の日に出してください。

第３回　紙は分ければ資源です

ごみを減らす・分ける・生かすごみを減らす・分ける・生かすごみを減らす・分ける・生かすごみを減らす・分ける・生かす
―安心して生活できる環境を次世代へ―

　清掃センターで回収する可燃ごみの中で、「紙・布類」の割合は24.5％と２番目に多くなって
います。住民の皆さんが高い割合を占める紙類の分別に意識を持つことは、焼却コストの削
減と新たな資源を生み出すきっかけになります。

〈知ってもらいたい「ごみ」のこと〉

資源にならないごみ資源になるごみ

クーリング・オフについて
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石川県 羽
は く い

咋市
姉妹都市

高山社蚕児飼育法

～藤岡の文化を探る～

【問い合わせ　文化財
保護課（☎㉓5997）】

No.116
白石稲荷山古墳の新発見

～古墳の形の謎に迫る～

　国史跡の白石稲荷山古墳は、５世紀前半に造
られた約150mの前方後円墳です。令和７年度
の発掘調査の成果が、今年の２月に複数のメディ
アで取り上げられました。改めて、その成果を
紹介します。
　これまで、白石稲荷山古墳を上から見た形は、
前方部の角が西側に張り出す不定形になるとい
うものと、きれいな前方後円墳の形になるとい
う二つの意見が出され、研究者の間で議論が続

いてきました。
この議論の争
点は、古墳の
西側にある土
の盛り上がり
を古墳の一部
と考えるかど
うかであった
ことから、発

掘調査を実施しました。
　調査を進めたところ、この土の盛り上がりが
黄色と黒の２色の土を交互に積み重ねた盛

も り ど
土で

あることが判明しました。また、この積み重ね
方は古墳造りの際によく見られる方法であるこ
と、積み重ねた盛土の中から白石稲荷山古墳と
同じ、もしくは少し古い時期の土器の破片のみ
が出土すること、盛土の上から埴輪がまとまっ
て出土することなどから、この盛土は白石稲荷
山古墳と一体で造られた可能性が高いことが分
りました。この調査によれば、古墳が西側に張
り出していると考えることができそうです。
　しかし、群馬県では古墳外面を石で覆う葺

ふきいし
石

が一般的ですが、今回調査した盛土部分には葺
石がなく、古墳そのものとは異なるとも考えら
れます。１万基以上の古墳が造られた群馬県域
では同じ構造の古墳がなく、今後も慎重に調査
を続けていく必要があると考えられます。白石稲荷山古墳（奥）と盛土（手前）

トキの色で夜を照らす

トキ放鳥に向けたライトアップ
　本州初となるトキの放鳥を1カ月後に控え
た４月下旬、羽咋駅前のにぎわい交流拠点で
あるLAKUNAはくいの遊歩道で、トキの翼
をイメージした「トキ色」のライトアップが
行われました。また、ライトアップに合わせ
て、石川県のトキPRキャラクターである
「のとっきー」も映し出されました。
　点灯式には大勢の見物客が参加し、通常の
イルミネーションとは違う「トキ色」に輝く
遊歩道を眺めながら、トキ放鳥への思いをは
せました。

トキPRキャラクターの「のとっきー」

ライトアップされた
LAKUNAはくい遊歩道
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問い合わせ　地域づくり課（☎402211）

高齢運転者ミーティングで
　　　自身の運転技術を把握！

鬼石地区

 運転技術を見つめ直して移動手段の確保 
　令和５・６年度に鬼石地区の課題についてグ
ループワークを行った結果、課題の一つに「移
動手段の確保」が上がりました。それを受けて
７年度に実施した「高齢運転者ミーティング」の
取り組みを紹介します。
　鬼石地区の高齢者は通院や買い物の移動に運
転をすることが多いため、安全に運転できる期
間を延ばす方法を検討しました。その結果、自
身の運転技術について、現状を理解することが
大切ではないかと考えました。そこで、高齢ド

ライバーが安心して
運転を継続できるよ
うに、事故を減らす
ために役立つ情報を
共有する、高齢運転
者ミーティングを警

　鬼石地区地域づくり協議会では、地域コミュニティの課題を話し合い、高齢者の多い地域の特
性に応じたイベントを実施しました。

察の協力を得て実施
しました。
　今回は、交通安全
講話、安全運転サポー
ト車やシニアカーの
乗車体験、県警音楽
隊によるコンサートの他、認知・判断・行動機
能を測定できるクイックアームや移動式交通安
全教育車による運転適性検査、動体・夜間視力
検査などを実施しました。運転適性検査では「自
分の苦手な部分が理解できた」との声をもらい、
自身の運転技術を把握する機会とすることがで
きました。
　今後も地域課題についての積極的な意見交換
を通じて、住民同士のつながりを育み、誰もが
安心して生活できる地域づくりを行っていきま
す。運転適性検査

県警音楽隊の演奏

ノーメイク鑑定士 マリコは国宝を観た！！こちら日本中学生新聞

著者▷林　真理子
日本大学理事長、文学選考委員など
を務め日本全国を駆け巡りながら、
MLB開幕戦から大阪万博、映画「国宝」
鑑賞とパワフルな日々を送る林真理
子のご長寿エッセイ。

著者▷石田　夏穂
取引先のクレームから始まったスッ
ピン探しのいきさつを描く表題作を
はじめ、働く人々の日常の悲喜こも
ごもを独自の視点で切り取る労働讃
歌短編集。

著者▷川中　だいじ
14歳の記者。2023年に「日本中学生
新聞」を創刊して以来、問題の現場に
足を運び、荒削りながらも自分の言
葉で取材と発信を重ねてきた現役中
学生記者によるルポルタージュ。

開館時間　　午前９時～午後９時
休館日　　　月曜日（祝日の場合は翌日）
問い合わせ　図書館（☎㉒1669）
※電子図書館も利用してください
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●会場：子育て・健康センター
●問い合わせ：子育て応援課（☎507805）

加
か と う

藤　凪
な ぎ

ちゃん
（１歳９カ月）

我が家のおチビ怪獣！優しく元
気な

男の子に育ってね！

石
い し だ

田　絢
あ み

美ちゃん（３歳11カ月）
家族みんなの癒やし系♡これからもたくさん食べて大きくなってね！

髙
た か は し

橋　凛
り お

桜ちゃん
（４歳）

明るく元気いっぱい大きくなって
ね♡

■対象　　　市内在住の４歳未満（受付時点）で過去に掲載のない子ども
■応募方法　 ①右記２次元コードから応募②任意の用紙に保護者の氏名・住所・電話番号・子どもの名前（ふりがな）・生年

月日・子どもへのメッセージ（32字以内）を明記し、子どもの写真１枚を郵送・メール・持参のいずれかの方法
■応募先　　秘書課広報広聴係（☎402208  hisyo@city.fujioka.gunma.jp）

July

A

赤ちゃんの頭の形について

２カ月の子どもがいます。頭の形が
ゆがんでいるのが気になります。Q

項目 期日・受付開始時間 対象年齢・内容

股関節検診 ７日㈫
午後１時15分 令和８年４月生まれ

４カ月児健康診査 21日㈫
午後１時15分 令和８年３月生まれ

離乳食教室
※要予約

７日㈫
午前10時 令和８年２月生まれ

育児相談
※要予約

１日㈬
午後１時

乳幼児の発育発達相談
など

すこやか教室・
ブックスタート

15日㈬
午前９時30分 令和７年12月生まれ

１歳児健康診査 15日㈬
午後１時15分

令和７年７月生まれ
※フッ素塗布券配布

１歳６カ月児
健康診査

30日㈭
午後１時15分 令和６年12月生まれ

わくわく相談
（２歳児相談）

10日㈮
午前９時45分 令和６年３月生まれ

３歳児健康診査 ９日㈭
午後１時 令和５年３月生まれ

５歳児健康診査 １日㈬
午前８時50分

令和３年７月生まれ
※集団遊びがあります

こども医療電話相談 ☎＃8000
［受付時間］　月～土曜日/午後６時～翌朝午前８時
日曜日・祝日・年末年始/午前８時～翌朝午前８時（24時間）

　休日や夜間に子どもの体調変化について対処方法などの相談
ができます。

　赤ちゃんは脳の成長のため、頭の骨
が柔らかくなっています。そのため向
き癖や寝かせ方によって頭の形が変わ

りやすく、生後３カ月ごろまでは頭の形が変わり
やすい時期です。多くの場合は、頭の形のゆがみ
は見た目だけの問題で、脳の発育や発達には影響
しないとされています。頭のゆがみが強かったり、
首が片側にしか動かない場合があればかかりつけ
医に相談してみましょう。
　また、この時期には次の方法を行ってみましょう。
○向き癖に注意する＝向き癖と反対側におもちゃ
を置いたり、声をかけたり、添い寝をしたりして
向き癖と反対側を向くようにしてみましょう
○うつぶせ遊びをする＝生後１カ月くらいから授
乳直後を避けて機嫌が良いときにうつぶせ遊びを
してみましょう。まずは１回数分程度から行い、
慣れてきたら少しずつ時間を延ばしてみましょう。
うつぶせ遊びをするときは目を離さないようにし
ましょう
○抱っこを工夫する＝横抱きの向きを入れ替えて
みたり、縦抱きと横抱きを交互に行ってみましょう
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人
権
を 

考考  

え
る

　

生
ま
れ
持
っ
た
体
の
性
別
と
、

社
会
の
中
で
期
待
さ
れ
る
役
割
や

イ
メ
ー
ジ
は
、
必
ず
し
も
一
致
す

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
男
性
は
こ
う
あ
る
べ
き
」「
女

性
は
こ
う
あ
る
べ
き
」
と
い
っ
た

固
定
観
念
に
影
響
さ
れ
、
無
意
識

の
う
ち
に
偏
っ
た
見
方
を
し
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を

ジ
ェ
ン
ダ
ー
バ
イ
ア
ス
（
性
別
に

よ
る
無
意
識
の
思
い
込
み・偏
見
）

と
い
い
ま
す
。
例
え
ば
、「
男
の

子
は
人
前
で
泣
か
な
い
」「
女
の

子
は
お
し
と
や
か
に
」
と
い
っ
た

言
葉
や
考
え
方
も
、
そ
の
代
表
的

な
も
の
で
す
。
こ
う
し
た
思
い
込

み
は
、個
人
の
心
に
深
く
根
付
き
、

長
い
年
月
の
中
で
社
会
の
慣
習
や

文
化
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
形
作

ら
れ
て
き
た
も
の
も
含
ま
れ
て
い

る
た
め
、
自
分
で
は
気
付
き
に
く

い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

存
在
に
気
付
く

　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
バ
イ
ア
ス
を
解
消

す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
そ
の
存
在

に
気
付
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
悪

気
が
な
く
て
も
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
バ

イ
ア
ス
に
よ
る
言
動
に
よ
っ
て
、

相
手
の
能
力
・
役
割
な
ど
を
決
め

つ
け
た
り
、可
能
性
を
狭
め
た
り
、

相
手
が
自
分
ら
し
く
生
き
る
力
を

奪
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、「
そ
れ
は
本
当
に
性

別
に
よ
る
違
い
な
の
か
」「
男
性

だ
か
ら
、
女
性
だ
か
ら
と
い
う
理

由
だ
け
で
決
め
つ
け
て
い
な
い
か
」

と
立
ち
止
ま
っ
て
考
え
て
み
る
こ

と
が
重
要
で
す
。

　
「
女
性
社
長
」「
男
性
保
育
士
」

な
ど
を
当
た
り
前
の
よ
う
に
使
っ

て
い
ま
せ
ん
か
。
日
常
の
何
気
な

い
言
動
の
中
に
も
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー

バ
イ
ア
ス
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
自
分
の
中
に
あ
る

ジ
ェ
ン
ダ
ー
バ
イ
ア
ス
の
存
在
に

気
付
き
、見
直
し
て
い
く
こ
と
が
、

男
女
が
共
に
尊
重
さ
れ
、
能
力
を

発
揮
で
き
る
社
会
へ
の
第
一
歩
と

な
り
ま
す
。

平
等
の
実
現
を
目
指
し
て

　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
が
実
現
さ
れ

た
社
会
と
は
、
す
べ
て
の
人
が
性

別
に
関
係
な
く
、
自
由
に
、
安
心

し
て
、
自
分
ら
し
く
生
き
る
こ
と

が
で
き
る
社
会
で
す
。

　
そ
れ
は
、「
男
性
だ
か
ら
」「
女

性
だ
か
ら
」と
い
う
枠
で
は
な
く
、

「
そ
の
人
ら
し
さ
」
を
大
切
に
す

る
社
会
で
も
あ
り
ま
す
。
私
た
ち

は
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
関
わ
り
な
が

ら
生
活
し
て
い
ま
す
。
一
人
一
人

が
よ
り
自
分
ら
し
く
生
き
や
す
い

社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
制

度
や
法
律
の
整
備
と
同
時
に
、
自

分
の
中
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
バ
イ
ア
ス

の
存
在
に
気
付
き
、
自
分
自
身
や

他
の
人
を
そ
の
枠
に
は
め
込
ん
で

い
な
い
か
注
意
深
く
見
つ
め
直
す

こ
と
が
重
要
で
す
。

　
そ
う
す
る
こ
と
で
、
一
人
一
人

の
違
い
を
尊
重
し
合
う
気
持
ち
が

深
ま
り
、
状
況
の
変
化
に
左
右
さ

れ
ず
、
偏
見
や
思
い
込
み
を
減
ら

し
て
い
く
力
と
な
り
ま
す
。
こ
れ

は
、
本
市
が
目
指
す
人
権
を
尊
重

す
る
社
会
へ
の
大
き
な
第
一
歩
で

す
。

問
い
合
わ
せ　
地
域
づ
く
り
課（
☎

40
２
２
１
１
）・
生
涯
学
習
課（
☎

㉒
６
８
８
８
）

〜
ジ
ェ
ン
ダ
ー
バ
イ
ア
ス
〜

よだれなすよだれなす
問い合わせ　問い合わせ　健康づくり課（☎507801）健康づくり課（☎507801）

１人当たり
エネルギー：58k㎈　タンパク質：2.3ｇ
脂質：2.0ｇ　炭水化物：10.8ｇ　食塩相当量：0.2ｇ

　これから旬を迎えるナスは、さっぱりと食べ
られるので、食欲がなくなる暑い季節におすす
めです。万能だれはキュウリの千切りや冷や
やっこに合わせてもおいしく食べられます。

①ナスはヘタを包丁で取り、皮はピーラーでしま模
様になるようにむく
②包丁でナスを縦半分に切り、水に５分ほどつけて
おく
③ナスを皿に乗せ軽くラップで包み、600Ｗの電子
レンジで３分加熱する
④長ネギはみじん切りにし、★の材料と一
緒にボウルで混ぜ合わせ万能だれを作る
⑤ナスはさらに食べやすい大きさに切って
器に盛り、万能だれをかける 食改推の詳細に

ついてはこちら

材料（２人分）

作り方

食改推食改推
おすすめおすすめ
簡単レシピ簡単レシピ

▷ナス ３本
▷万能だれ
　 長ネギ １/10本

 …………

　  ……
酢…………………小さじ１
鶏ガラスープの素 …小さじ１/5
おろしにんにく…小さじ１/5
おろししょうが…小さじ１/5

砂糖………小さじ１
すりごま…小さじ１
しょうゆ…小さじ１/２
ごま油……小さじ１/２

★

26広報ふじおか　令和８年６月号

　日常生活に関する悩み事、困り事の相談を無料で受けます。相談員は各分野の専門家で、秘密
は厳守します。

ったときの７月の無料相談困

７月の休日当番医 診療時間は原則午前９時～午後６時　歯科医院は午前９時～正午
※急な変更が発生する場合があります。必ず連絡の上、受診してください

日 医療機関 産婦人科 歯科

５日㈰ 根岸産婦人科小児科医院
中栗須・☎㉔1111

薬師寺整形外科クリニック
下栗須・☎⑳1555

藤 岡 総 合 病 院
中栗須・☎㉒3311

江原歯科クリニック
高崎市吉井町・☎027・387・1837

12日㈰ 篠 塚 病 院
篠　塚・☎㉓9261

や ま う ち 内 科
２丁目・☎㉔5792

神流町歯科診療所
神流町・☎572019

19日㈰ 光 病 院
本　郷・☎㉔1234

しののめクリニック
中栗須・☎㉒8851

光 病 院
本　郷・☎㉔1234

大 竹 歯 科 医 院
６丁目・☎㉒0297

20日㈷ 鬼 石 病 院
鬼　石・☎523121

石 川 医 院
立　石・☎402535

パールデンタルクリニック
旭　町・☎㉓0006

26日㈰ く す の 木 病 院
旭　町・☎㉔3111

すぎやまメディカルクリニック
下大塚・☎⑳1666

リオ歯科クリニカ
立　石・☎㉔6230

　◎救急テレホンサービス（☎㉓6699）　緊急に対応できる医療機関を24時間案内します

相談 日時 会場 予約 問い合わせ

法律相談 ３日㈮・17日㈮・23日㈭
午後１時～４時

市役所本庁舎
23日は地域づくりセ
ンター鬼石

下記期日から電話またはふじ
おか電子申請受付システムで
予約（年度内に１回まで）
▷３日＝６月19日㈮
▷17日＝７月３日㈮
▷23日＝７月９日㈭ 地域づくり課

（☎402211）
行政相談 ８日㈬・15日㈬・16日㈭

午後２時～４時
市役所本庁舎
16日は地域づくりセ
ンター鬼石

当日会場へ（予約不要）

人権相談 10日㈮・16日㈭・24日㈮
午後１時～３時

市役所本庁舎
16日は地域づくりセ
ンター鬼石

当日会場へ（予約不要）

心配ごと相談 ８日㈬・22日㈬午後１時～４時 総合学習センター北棟 当日会場へ（予約不要）
市社会福祉協議会
（☎㉒5647）ボランティア

相談
毎週月～金曜日
午前８時30分～午後５時 総合学習センター南棟 予約不要▷相談方法＝電話・面談

青少年相談

毎週月～金曜日
午前９時～午後４時
（LINEのみ午後５時まで） 青少年センター

（教育庁舎内）

予約不要
▷相談方法＝電話・面談・LINE
（アカウント名：藤岡市青少年
センター）

青少年センター
（☎㉔4150）毎週土・日曜日

午後１時～４時

教育相談 毎週火・木・金曜日
午前９時～午後４時

教育研究所
（教育庁舎内）

予約不要
▷相談方法＝電話・面談

教育研究所
（☎㉓9801）

家庭児童相談 毎週月～金曜日午前９時～午後４時 子育て・健康センター予約不要▷相談方法＝電話・面談
子育て応援課
（☎507805）
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そ
ん
な
河
村
さ
ん
に
大
き
な
転
機
が

訪
れ
た
の
は
約
3
年
前
。
友
人
が
い
る

鬼
石
を
訪
れ
た
際
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト

な
ど
を
通
じ
て
人
々
と
交
流
を
重
ね
、

自
然
や
文
化
、
住
民
の
温
か
さ
に
触
れ

て
深
く
感
銘
を
受
け
た
と
い
い
ま
す
。

「
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
人
が
自
然
に
集

い
、
一
丸
と
な
っ
て
活
動
す
る
姿
に
強

く
引
か
れ
ま
し
た
。
地
域
の
一
員
と
し

て
、
一
緒
に
文
化
を
育
み
た
い
と
思
い

移
住
を
決
め
ま
し
た
」と
話
し
ま
す
。

　
現
在
、
河
村
さ
ん
は
鬼
石
を
盛
り
上

げ
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
計
画
し
て
お
り
、
中
で
も
鬼
石
の

空
き
家
を
活
用
し
た「
リ
ト
リ
ー
ト
宿
」

の
開
設
を
目
指
し
て
い
ま
す
。「
自
然

を
生
か
し
、
訪
れ
る
人
に
癒
し
の
空
間

を
提
供
し
た
い
。
開
設
す
る
場
所
は
ま

だ
未
定
で
す
が
、
他
の
協
力
隊
員
の
皆

と
協
力
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
の
経
験

を
生
か
し
て
具
体
化
し
て
い
く
こ
と
が

成
功
の
鍵
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」と
真

剣
な
眼
差
し
で
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　「
鬼
石
を
起
点
に
楽
し
み
な
が
ら
藤

岡
市
を
盛
り
上
げ
た
い
」と
河
村
さ
ん
。

地
域
の
人
々
と
共
に
歩
み
な
が
ら
挑
戦

を
す
る
そ
の
姿
は
、
地
域
へ
の
深
い
愛

情
と
確
か
な
意
志
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

域
の
人
た
ち
と
深
く
関
わ
り
、

自
分
に
何
が
で
き
る
か
試
し
た

い
と
考
え
た
と
き
に
、
協
力
隊
員
に
な

る
の
が
一
番
と
思
い
ま
し
た
」と
語
る

河
村
さ
ん
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
と

し
て
藤
岡
市
で
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出

し
、
地
域
の
活
性
化
に
力
を
尽
く
し
て

い
ま
す
。

　
神
奈
川
県
横
浜
市
で
生
ま
れ
た
河
村

さ
ん
は
、
父
の
転
勤
で
奈
良
県
や
山
梨

県
な
ど
各
地
を
転
々
と
し
た
後
、
小
学

校
か
ら
高
校
ま
で
を
再
び
横
浜
市
で
過

ご
し
ま
す
。
高
校
卒
業
後
に
は
専
門
学

校
で
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
を
学
び
、

静
止
画
の
技
術
を
基
礎
に
、
独
学
で
ア

ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
や
映
像
制
作
の
ス
キ
ル

を
習
得
。
卒
業
後
は
テ
レ
ビ
や
C
M
な

ど
の
制
作
現
場
で
経
験
を
積
み
な
が
ら

ノ
ウ
ハ
ウ
を
身
に
付
け
、
20
代
半
ば
で

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
と
し
て
独
立
し
ま
し
た
。

「
映
像
制
作
で
は
、
人
の
思
い
や
情
熱

を
引
き
出
し
形
に
し
て
い
く
こ
と
に
や

り
が
い
を
感
じ
ま
す
」と
語
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
、
映
像
制
作
を
通
じ
て
多

く
の
人
と
出
会
い
、
そ
の
縁
を
き
っ
か

け
に
イ
ベ
ン
ト
企
画
や
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
な
ど
、
数
多

く
の
仕
事
を
手
掛
け
て
き
ま
し
た
。

「
地鬼

石
を
舞
台
に
、
地
域
と
歩
む
挑
戦

1977年神奈川県生まれ。鬼石地域の地域
振興や活性化のための活動を行う地域お
こし協力隊員として５月１日に任用され
た。

Pro� le

地域おこし協力隊

河
かわむら

村　和
かずのり

紀さん


